
最魃1回 弁護士

青木 工芳さん=1953年度卒

対立意見、謙虚に聞いて
日本弁護士連合会の人権擁護委員長などを務めた弁護士、青木正芳さん (83)=1953年 度卒=は、法
廷で 「私は (官 城県)古 川高校の出身で」 と陳述 を始めることがあ |り ます。 それは 「古高で育った」 と
の思いからだそ うです。 そ して、 その体験 を基に 「対立する意見を謙虚に聞 く姿勢 を身に着けて」 と、
在校生に呼びかけます。

古高に入学 してす ぐ、野球部に入 りました。

中学ではピッチャー。高校でも「これ以上遠投

できないとプロ野球に入れない」 といわれてい

た95メ ー トルを投げられました。ユニホームを

作 り、春の大会 (第 2回県下選抜高等学校野球
大会)に 球拾いで参カロしました。でもその後、
野球部長の大LL(恒二)先 生に 「おも、くろが来
たぞ。肺病になったら大変だから野球部を辞め

させてくれ、って言 うけどどうする ?」 と聞か

れ、 「じゃあ、辞めます」 と答えました。小学
校の時、胸膜炎を恙ったのです。

その後、お医者さんに 「ピッチャーだと不安
だけど、補久なら」 と言われたので、バレーボ
ール部に入 りました。合宿をしたりするうちに

だんだん楽 しくな |り ましたが、 (練習は)た い
へんでした。雪の中、長靴で高校から (片 道 6

キロ以上ある嗚瀬川の)恙 田橋までランニング
させられたのは、いや一つらかった。

生徒会長もしました。 「軟式野球部を作って

」 と要求があり、生徒大会で作ると決めたら、
校長の小坪洋さんに呼ばれました。 「硬式があ

るのに軟式野球部とは何ごとか。やめろ」 と言うので、むっとして「や |り たい人がいるん
だから作らなきゃだめです」って突っばねました。校長が、全員坊主頭にする「断髪今」
を出した時も「自由に認めたらいいじゃないですか」 とやり合いました。
その校長は英語の授業もしました。 「venerable face」 を「尊敬すべき顔」 と訳 したと
ころ、 「具体的に説明しろ」 と言われて立ち往生しました。そうしたら「土と取 |り 組み懸
命に働いてきた晨民の顔や手は、 しわがいっばいかもしれないが、人生の歴史が刻み込ま
れていて、頭の下がる思いがする。そのような顔のことだ」 と教えられました。ただ単語
を日本語に訳すのでなくて、その言葉の背景をきちっと理解 しなさい、 と教育 してくれた
のですね。校長が生き方について問題提起をしてくれた感じがしました。
2年の時に同級生から「何になるの ?」 って聞かれて「弁護士。勉強すれば受かっぺや
一」 と言ったのを覚えています。新聞かラジオだったか、布施 (辰治)さ んが労働者の立



場で弁護士活動をやっていると聞き、労働弁護士になろう

生懸命働いても経済的にあまり明るさが出てこないので、

考えたのです。

弁護士としても「真剣に生きた顔

た。刑事事件で 「やっていない
(venerable face)」

」 と訴 える人 と、本 当にそ う

なのか、 と顔 をお互い見つめな
がら、 ,こ境を率直に語 り合いま

す。 それでお手伝いをお断 |リ

す ることもありますが、 どう

すれば手を差 し仲べられるか考

えさせる顔があ |り ます。

後輩には、 自分の考えを持ち
ながらも、対立する意見などを

謙虚に誡意 を持って聞 き議論す

る姿勢 を、身に着けてほ しいで

すね。社会に出たらすべてそ う

だ し、 家庭でもそ うだと思いま

す。

古高卒業生

私の思い出
◇下駄力せ運動靴に
在京古高同窓会事務局長

佐々木恭次さん (74)
_|‐ | |‐ 1962年度卒、埼玉県新座市

'年
|の 1長 |ヽ||わた||て務ゆら-4た ,1ヽ坪洋

扮iダ景碁I第象掟衰ξIIttξ十∫譲≧
設備がない時代で、私語は壇上から一喝さ
れたものでした。鉄筋校合が一部できあが
|り 、|‐ 下駄履 きから運動靴に切 り替わうた時
期で、冬に雪駄を履いてきたのをとがめら
れたのも懐かしく思い出されます。

◇担fI宅で昼食会
菊地忠夫さん (73)

63年 度卒、 宮城県大崎市

「井の中の蛙大海 を知 らず」 を痛感 した

有意義な青春時代。 2年次担任の果原敏夫
先生はクラスの生徒 10人 ずつを上曜 日ごと

あおき・まさまし

1935年、旧広瀬村 (旧 官城町 を経て仙台
市)生 まれ。41年、旧恙口村 (旧 古川市を経
て大崎市)に 転居。東Jヒ大法学部卒。62年、
弁護士登録。再審無罪となった弘前大教授夫人

殺人事件や松山事件、労働訴訟、公害訴訟など

の弁護を手がける。仙台弁護士会会長、 日本弁
護士逹合会コ1会長・人権擁護委員長・司法改革

実施対策会議座長などを歴任。現在も、法廷に

と思いました。私たちの家も一

働けば報われるようにしたいと

という言葉を大切に してきまし

に自宅へ招待 し、奥様手作 りの料理で昼食
会。先生がおっ しゃるには 「名前 と顔 を覚
えるためにやっている」。 2年次から ドイ
ツ語の授業があ |り 、古高生 としてのプライ
ドも強 まった。担 当の高橋養先生には、人

をラ|き つける不思議な魅力を感 じた。

◇応援団で3年間
小原善博さん (65)

70年度卒■宮城県気ll沼市
入学した時の應援団の先1輩|た ちの怖さは
強烈な思い士として残ってヽ|ヽ |る が、 2年生
の先輩から入団 をr17め られltl自 分 も應援団

曇碁とli角早ら行:単|ら二葉‐皐

^菫

段言
校野球の21世紀枠東ユヒ地区候補狡・どなった
ことはうれしく、1何 とか甲子園由1場 を|と 祈
念している。      ・ ■

‐・■
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